
東
下
り

（

第
九
段）

要
旨

　
昔
、
都
を
捨
て
て
友
人
と
と
も
に
東
国
に
下
っ
た
男
が
い
た
。
そ
の
旅
の
途
中
、
三
河
の
国
八
橋
、
駿
河
の
国
宇
津
の
山
、
武
蔵
の
国
隅
田
川
な
ど
で
、
旅
情
や

都
の
人
へ
の
思
慕
の
念
を
歌
に
託
し
て
詠
ん
だ
。

構
成

段
　
落

ペ
　
ー
　
ジ
　
・
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
段

意
　
　
　
　
　
　
　
　

第
　
一

初
め
〜

Ｐ
六
一
・
11
〈
ほ
と
び
に
け
り
。〉

　
あ
る
男
が
、
安
住
の
地
を
求
め
て
東
国
に
旅
立
ち
、
や
っ
と
三
河
の
国
の
八
橋
に
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

そ
こ
で
「
か
き
つ
ば
た
」
の
折
句
に
旅
情
を
託
し
て
詠
み
、
一
行
も
同
じ
思
い
に
泣
い
た
。

第
　
二

Ｐ
六
一
・
12
〈
行
き
行
き
て
〉
〜

Ｐ
六
二
・
７
〈
塩
尻
の
や
う
に
な
む
あ

り
け
る
。〉

　
さ
ら
に
東
へ
進
み
、
駿
河
の
国
の
宇
津
の
山
を
越
え
て
ゆ
く
と
き
、
修
行
者
に
出
会
い
、
そ
れ
に
都
へ
の

文
を
言
づ
け
た
。
ま
た
、
初
め
て
見
る
富
士
山
に
驚
き
、
歌
に
詠
ん
だ
。

第
　
三

Ｐ
六
二
・
８
〈
な
ほ
行
き
行
き
て
〉
〜

終
わ
り

　
さ
ら
に
進
ん
で
隅
田
川
に
着
い
た
。
舟
に
乗
る
と
き
に
都
鳥
を
見
て
、
い
よ
い
よ
都
を
恋
し
く
思
う
あ
ま

り
歌
を
詠
ん
だ
。
一
行
も
同
じ
思
い
に
泣
い
た
。

　
①
昔
、
あ
る
男
が
い
た
。
②
そ
の
男
は
、

我
が
身
を
必
要
の
な
い
人
間
と
思
い
込
ん
で
、

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
①
昔む
か
し、　

男を
と
こ

　
あ
り

ラ
変
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
②
そ代
　
の格助

・
体
修
　
男を
と
こ、　

身み

　
を格助

・
対
象
　
要え
う

な
き

形
ク
・
体

　
も
の
　
に格助

・
資
格
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都
に
は
い
る
ま
い
、
東
国
の
方
に
住
む
の
に

よ
い
国
を
探
し
に
（
行
こ
う
）
と
考
え
て
出

か
け
て
行
っ
た
。
③
以
前
か
ら
友
と
し
て
い

る
人
、
一
人
二
人
と
と
も
に
行
っ
た
。
④
道

を
知
っ
て
い
る
人
も
い
な
く
て
、
迷
い
な
が

ら
行
っ
た
。
⑤
三
河
の
国
の
八
橋
と
い
う
所

に
着
い
た
。
⑥
そ
こ
を
八
橋
と
い
っ
た
の
は
、

水
の
流
れ
る
川
が
蜘
蛛
の
足
の
よ
う
に
（
幾

筋
に
も
）
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
橋
を
八
つ

渡
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
橋
と
い
う

の
で
あ
っ
た
。
⑦
そ
の
沢
の
ほ
と
り
の
木
の

陰
に
（
馬
か
ら
）
下
り
て
座
っ
て
、
乾
飯
を

食
べ
た
。
⑧
そ
の
沢
に
、
か
き
つ
ば
た
が
と

て
も
美
し
く
咲
い
て
い
る
。
⑨
そ
れ
を
見
て
、

あ
る
人
が
言
う
こ
と
に
は
、「
か
き
つ
ば
た
、

と
い
う
五
文
字
を
和
歌
の
各
句
の
頭
に
置
い

て
、
旅
の
心
を
詠
め
。」
と
言
っ
た
の
で
、

（
男
が
）
詠
ん
だ
（
歌
）。

思お
も

ひ
な
し

サ
四
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
京き
や
う

　
に格助

・
場
所
　
は係助

・
区
別
　
あ
ら

ラ
変
・
未
　
じ
、

打
意
・
終
　
東あ
づ
ま

　
の格助

・
体
修
　
方か
た

　
に格助

・
方
向

住す

む
マ
四
・
終
　
べ
き

適
・
体

　
国く
に

　
求も
と

め
マ
下
二
・
用
　
に格助

・
目
的
　
と
て

格
助
・
引
用
　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
③
も
と
よ
り

副

　
友と
も

　
と格助

・
資
格

す
る

サ
変
・
体
　
人ひ
と

、　
ひ
と
り
　
ふ
た
り
　
し
て

格
助
・
相
手
　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
け
り
。

過
・
終

　
④
道み
ち

　
知し

れ
ラ
四
・
已
　
る存・

体
　
人ひ
と

　
も係助

・
同
類

な
く

形
ク
・
用
　
て
、

接
助
・
理
由
　
惑ま
ど

ひ
行ゆ

き

カ
四
・
用

　
け
り
。

過
・
終

　
⑤
三み

河か
は

の
国く
に

　
八や
つ

橋は
し

　
と格助

・
引
用
　
い
ふ

ハ
四
・
体
　
所と
こ
ろ

　
に格助

・
帰
着

至い
た

り
ラ
四
・
用
　
ぬ
。

完
・
終
　
⑥
そ
こ

代

　
を格助

・
対
象
　
八や
つ

橋は
し

　
と格助

・
引
用
　
い
ひ

ハ
四
・
用
　
け
る

過
・
体

　
は
、

係
助
・
提
示
　
水み
づ

　
行ゆ

く
カ
四
・
体
　
川か
は

の格助
・
主
格
　
蜘く

蛛も

手で

　
な
れ

断
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
橋は
し

　
を格助

・
対
象
　
八や

つ
　
渡わ
た

せ
サ
四
・
已
　
る存・

体
　
に格助

・
対
象
　
よ
り

ラ
四
・
用

て接助
・
単
接
　
な
む
、

係
助
・
強
意（

係）

　
八や
つ

橋は
し

　
と格助

・
引
用
　
い
ひ

ハ
四
・
用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
⑦
そ代
　
の格助

・
体
修
　
沢さ
は

　
の格助

・
体
修
　
ほ
と

り
　
の格助

・
体
修
　
木き

　
の格助

・
体
修
　
陰か
げ

　
に格助

・
場
所
　
下お

り
ラ
上
二
・
用
　
ゐワ上

一
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
乾か
れ

飯い
ひ

　
食く

ひ
ハ
四
・
用
　
け
り
。

過
・
終

⑧
そ代
　
の格助

・
体
修
　
沢さ
は

　
に
、

格
助
・
場
所
　
か
き
つ
ば
た
　
い
と

副

　
お
も
し
ろ
く

形
ク
・
用

　
咲さ

き
カ
四
・
用
　
た
り
。

存
・
終

　
⑨
そ
れ

代

を格助
・
対
象
　
見みマ

上
一
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
あ
る

連

　
人ひ
と

　
の格助

・
主
格
　
い
は
く
、「
か
き
つ
ば
た
、　
と格助

・
引
用
　
い
ふ

ハ
四
・
体

五い
つ

文も

字じ

　
を格助

・
対
象
　
句く

　
の格助

・
体
修
　
上か
み

　
に格助

・
場
所
　
据す

ゑ
ワ
下
二
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
旅た
び

　
の格助

・
体
修
　
心こ
こ
ろ

　
を格助

・
対
象

詠よ

め
。」

マ
四
・
命

　
と格助

・
引
用
　
言い

ひ
ハ
四
・
用
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
る
。

完
・
体
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⑩
か
ら
衣
…
衣
服
が
着
て
い
る
う
ち
に
褻な

れ
る
よ
う
に
、
馴な

れ
親
し
ん
だ
妻

が
（
都
に
残
っ
て
）
い
る
の
で
、

は
る
か
に
遠
く
ま
で
や
っ
て
来
た

旅
を
し
み
じ
み
と
思
う
こ
と
だ
。

と
詠
ん
だ
の
で
、
皆
、
乾
飯
の
上
に
涙
を
落

と
し
て
、（
乾
飯
が
、
水
に
も
ど
す
必
要
の

な
い
ほ
ど
に
）
ふ
や
け
て
し
ま
っ
た
。

　
⑪
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
っ
て
、
駿
河
の
国

に
着
い
た
。
⑫
宇
津
の
山
に
着
い
て
、
自
分

が
分
け
入
っ
て
行
こ
う
と
す
る
道
は
、
と
て

も
暗
く
細
い
う
え
に
、
蔦
や
、
楓
が
茂
り
、

何
と
な
く
心
細
く
、
思
い
が
け
な
く
つ
ら
い

目
に
遭
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
修
行

者
が
（
こ
の
男
た
ち
に
）
出
会
っ
た
。
⑬

「
こ
の
よ
う
な
道
に
、
ど
う
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
す
か
。」
と
言
う
修
行
者
を
見
る

と
、（
都
で
）
見
知
っ
た
人
で
あ
っ
た
よ
。

⑭
都
に
、
あ
の
恋
し
い
人
の
お
手
も
と
に
と

思
っ
て
、
手
紙
を
書
い
て
（
修
行
者
に
）
言

づ
け
た
。

　
⑮
駿
河
な
る
…
私
は
駿
河
の
国
に
あ
る
宇

津
の
山
に
着
い
た
が
、「
う
つ
」
と

　
　⑩
か
ら
衣こ
ろ
も

（

枕）

　
着きカ

上
一
・
用
　
つ
つ

接
助
・
反
復
　
な
れ

ラ
下
二
・
用
　
に完・

用
　
し過・

体
　
つ
ま
　
し副助

・
強
意
　
あ
れ

ラ
変
・
已
　
ば接助

・
順
理
　
　

　
は
る
ば
る

副

　
きカ変

・
用
　
ぬ
る

完
・
体

　
旅た
び

　
を格助

・
対
象
　
し副助

・
強
意
　
ぞ係助

・
強
意（

係）

　
思お
も

ふ
ハ
四
・
体（

結）

と格助
・
引
用
　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
り完・

用
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
み
な
人ひ
と

、　
乾か
れ

飯い
ひ

　
の格助

・
体
修
　
上う
へ

　
に格助

・
場
所
　
涙な
み
だ

落お

と
し

サ
四
・
用

　
て
、

接
助
・
理
由
　
ほ
と
び

バ
上
二
・
用

　
に完・

用
　
け
り
。

過
・
終

　
⑪
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
駿す
る

河が

の
国く
に

　
に格助

・
帰
着
　
至い
た

り
ラ
四
・
用
　
ぬ
。

完
・
終
　
⑫
宇う

津つ

の
山や
ま

　
に格助

・
帰
着

至い
た

り
ラ
四
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
わ代
　
が格助

・
主
格
　
入い

ら
ラ
四
・
未
　
む意・

終
　
と格助

・
引
用
　
す
る

サ
変
・
体
　
道み
ち

　
は
、

係
助
・
提
示
　
い
と

副

暗く
ら

う
形
ク
・
用（

ウ
音）

　
細ほ
そ

き
形
ク
・
体
　
に
、

格
助
・
添
加
　
蔦つ
た

、
楓か
へ
で

　
は係助

・
提
示
　
茂し
げ

り
、

ラ
四
・
用

　
も
の
心こ
こ
ろ

細ぼ
そ

く

形
ク
・
用

、　
す
ず
ろ
な
る

形
動
ナ
リ
・
体

　
め

を格助
・
対
象
　
見み

る
マ
上
一
・
体
　
こ
と
　
と格助

・
引
用
　
思お
も

ふ
ハ
四
・
体
　
に
、

接
助
・
単
接
　
修
行
者

す
ぎ
や
う
ざ

　
会あ

ひ
ハ
四
・
用
　
た
り
。

完
・
終

　
⑬「
か
か
る

連

道み
ち

　
は
、

係
助
・
区
別
　
い
か
で

副

　
か係助

・
疑
問（

係）

　
い
ま
す
る
。」

サ
変
・
体（

結）（

尊）

修
行
者
↓
男
　
と格助

・
引
用
　
言い

ふ
ハ
四
・
体
　
を格助

・
対
象
　
見み

れ
マ
上
一
・
已

ば
、

接
助
・
順
偶
　
見みマ

上
一
・
用
　
し過・

体
　
人ひ
と

　
な
り

断
・
用

　
け
り
。

詠
・
終

　
⑭
京き
や
う

　
に
、

格
助
・
場
所
　
そ代
　
の格助

・
体
修
　
人ひ
と

　
の格助

・
体
修

御お
ほ
んも

と
　
に格助

・
対
象
　
と
て
、

格
助
・
引
用
　
文ふ
み

　
書か

き
カ
四
・
用
　
て接助

・
単
接
　
つ
く
。

カ
下
二
・
終

　
　⑮
駿す
る

河が

　
な
る

在
・
体

　
宇う

津つ

の
山や
ま

べ
　
の格助

・
体
修
　
う
つ
つ
　
に格助

・
場
所
　
も係助

・
列
挙
　
夢ゆ
め

　
に格助

・
場
所
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名
の
付
く
現う
つ
つ
に
も
夢
に
も
あ
な
た

に
電
わ
な
い
こ
と
だ
な
あ
（
も
う

あ
な
た
は
私
の
こ
と
は
思
っ
て
い

て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
）。

　
⑯
富
士
山
を
見
る
と
、
五
月
の
末
に
、
雪

が
と
て
も
白
く
降
り
積
も
っ
て
い
る
。

　
⑰
時
知
ら
ぬ
…
時
節
を
わ
き
ま
え
な
い
山

は
富
士
山
だ
。
い
っ
た
い
今
を
い

つ
と
思
っ
て
、
あ
ん
な
に
鹿
の
子

ま
だ
ら
に
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　
⑱
そ
の
山
は
、
都
で
例
え
る
な
ら
ば
、
比

叡
山
を
二
十
ほ
ど
積
み
上
げ
た
く
ら
い
の
高

さ
で
、
形
は
塩
尻
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
⑲
さ
ら
に
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
行
っ
て
、
武

蔵
の
国
と
下
総
の
国
と
の
間
に
（
来
る
と
）、

と
て
も
大
き
な
川
が
あ
る
。
⑳
そ
れ
を
隅
田

川
と
い
う
。
㉑
そ
の
川
の
ほ
と
り
に
集
ま
っ

て
腰
を
下
ろ
し
て
、（
都
を
旅
立
っ
て
か
ら

の
日
数
・
行
程
を
）
思
い
や
る
と
、
途
方
も

な
く
遠
く
ま
で
や
っ
て
来
た
も
の
だ
な
あ
、

と
互
い
に
嘆
き
合
っ
て
い
る
と
、
渡
し
守
が
、

も係助
・
列
挙
　
人ひ
と

　
に格助

・
対
象
　
あ
は

ハ
四
・
未
　
ぬ打・

体
　
な
り

断
・
用

　
け
り

詠
・
終

　
⑯
富ふ

士じ

の
山や
ま

　
を格助

・
対
象
　
見み

れ
マ
上
一
・
已
　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
五
月
さ
つ
き

　
の格助

・
体
修
　
つ
ご
も
り
　
に
、

格
助
・
時
間
　
雪ゆ
き

い
と

副

　
白し
ろ

う
形
ク
・
用（
ウ
音）
　
降ふ

れ
ラ
四
・
已
　
り
。

存
・
終

　
　⑰
時と
き

　
知し

ら
ラ
四
・
未
　
ぬ打・

体
　
山や
ま

　
は係助

・
提
示
　
富ふ

士じ

の
嶺ね

　
い
つ

代

　
と
て

格
助
・
引
用
　
か係助

・
疑
問（

係）

　
鹿か

の
子こ

ま
だ

　
　
ら
　
に格助

・
状
態
　
雪ゆ
き

　
の格助

・
主
格
　
降ふ

る
ラ
四
・
終
　
ら
む

現
原
推
・
体（

結）

　
⑱
そ代
　
の格助

・
体
修
　
山
　
は
、

係
助
・
提
示
　
こ
こ

代

　
に格助

・
場
所
　
た
と
へ

ハ
下
二
・
未

　
ば
、

接
助
・
順
仮
　
比ひ

叡え

の
山や
ま

　
を格助

・
対
象

二
十
は
た
ち

　
ば
か
り

副
助
・
程
度

　
重か
さ

ね
上あ

げ

ガ
下
二
・
用

　
た
ら

完
・
未

　
む婉・

体
　
ほ
ど
　
し
て
、

格
助
・
手
段
　
な
り
　
は係助

・
区
別
　
塩し
ほ

尻じ
り

　
の格助

・
体
修

や
う
に

比
・
用

　
な
む

係
助
・
強
意（

係）

　
あ
り

補
動
・
ラ
変
・
用
　
け
る
。

過
・
体（

結）

　
⑲
な
ほ

副

　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接
　
武
蔵
む
さ
し

の
国く
に

　
と格助

・
並
列
　
下
総
し
も
つ
ふ
さの

国く
に

　
と格助

・
並
列
　
の格助

・
体
修
　
中な
か

に
、

格
助
・
場
所
　
い
と

副

　
大お
ほ

き
な
る

形
動
ナ
リ
・
体

　
川か
は

　
あ
り
。

ラ
変
・
終

　
⑳
そ
れ

代

　
を格助

・
対
象
　
す
み
だ
川が
は

　
と格助

・
引
用
　
い
ふ
。

ハ
四
・
終

㉑
そ代
　
の格助

・
体
修
　
川か
は

　
の格助

・
体
修
　
ほ
と
り
　
に格助

・
場
所
　
群む

れ
ゐ

ワ
上
一
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
思お
も

ひ
や
れ

ラ
四
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
偶

限か
ぎ

り
な
く

形
ク
・
用

　
遠と
ほ

く
形
ク
・
用
　
も係助

・
強
意
　
来きカ

変
・
用
　
に完・

用
　
け
る

詠
・
体

　
か
な
、

終
助
・
詠
嘆
　
と格助

・
引
用
　
わ
び
合あ

へ

ハ
四
・
已

　
る存・

体
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「
早
く
舟
に
乗
れ
。
日
も
暮
れ
て
し
ま
う
。」

と
言
う
の
で
、（
舟
に
）
乗
っ
て
（
川
を
）

渡
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
、
皆
は
何
と
な
く
悲

し
く
て
、（
そ
れ
は
）
都
に
恋
し
く
思
う
人

が
い
な
い
わ
け
で
も
な
い
（
か
ら
で
あ
っ

た
）。
㉒
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
白
い
鳥
で
、

嘴
く
ち
ば
しと
脚
と
が
赤
い
、
鴫
の
大
き
さ
で
あ
る

鳥
が
、
水
の
上
に
動
き
回
っ
て
魚
を
食
っ
て

い
る
。
㉓
都
で
は
見
か
け
な
い
鳥
で
あ
る
の

で
、
皆
見
て
分
か
ら
な
い
。
㉔
渡
し
守
に
聞

く
と
、「
こ
れ
が
都
鳥
だ
よ
。」
と
言
う
の
を

聞
い
て
、

　
㉕
名
に
し
負
は
ば
…
都
鳥
と
い
う
名
に
ふ

さ
わ
し
い
の
な
ら
ば
、
さ
あ
尋
ね

て
み
よ
う
、
都
鳥
よ
。
私
が
恋
し

い
と
思
う
人
は
無
事
で
い
る
か
ど

う
か
と
。

と
詠
ん
だ
の
で
、
舟
の
中
の
人
は
皆
泣
い
て

し
ま
っ
た
。

に
、

接
助
・
単
接
　
渡わ
た

し
守も
り

、「
は
や

副

　
舟ふ
ね

　
に格助

・
対
象
　
乗の

れ
。

ラ
四
・
命

　
日ひ

　
も係助

・
同
類
　
暮く

れ
ラ
下
二
・
用
　
ぬ
。」

強
・
終

　
と格助

・
引
用

言い

ふ
ハ
四
・
体
　
に
、

接
助
・
順
理
　
乗の

り
ラ
四
・
用
　
て接助

・
単
接
　
渡わ
た

ら
ラ
四
・
未
　
む意・

終
　
と格助

・
引
用
　
す
る

サ
変
・
体
　
に
、

接
助
・
逆
確
　
み
な
人ひ
と

も
の
わ
び
し
く

形
シ
ク
・
用

　
て
、

接
助
・
単
接
　
京き
や
う

　
に格助

・
場
所
　
思お
も

ふ
ハ
四
・
体
　
人ひ
と

　
な
き

形
ク
・
体
　
に断・

用
　
し
も

副
助
・
強
意
　
あ
ら

補
動
・
ラ
変
・
未
　
ず
。

打
・
終

㉒
さ
る

連

　
折を
り

　
し
も
、

副
助
・
強
意
　
白し
ろ

き
形
ク
・
体
　
鳥と
り

　
の
、

格
助
・
同
格
　
嘴は
し

　
と格助

・
並
列
　
脚あ
し

　
と格助

・
並
列
　
赤あ
か

き
、

形
ク
・
体

　
鴫し
ぎ

の格助
・
体
修
　
大お
ほ

き
さ
　
な
る
、

断
・
体

　
水み
づ

　
の格助

・
体
修
　
上う
へ

　
に格助

・
場
所
　
遊あ
そ

び
バ
四
・
用
　
つ
つ

接
助
・
反
復
　
魚い
を

　
を格助

・
対
象

食く

ふ
。

ハ
四
・
終

　
㉓
京き
や
う

　
に格助

・
場
所
　
は係助

・
区
別
　
見み

え
ヤ
下
二
・
未
　
ぬ打・

体
　
鳥と
り

　
な
れ

断
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
み
な
人ひ
と

　
見
知
ら

ラ
四
・
未

ず
。

打
・
終
　
㉔
渡わ
た

し
守も
り

　
に格助

・
対
象
　
問と

ひ
ハ
四
・
用
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
偶
　
「
こ
れ

代

　
な
む

係
助
・
強
意
　
都み
や
こ鳥ど
り。」　

と格助
・
引
用

言い

ふ
ハ
四
・
体
　
を格助

・
対
象
　
聞き

き
カ
四
・
用
　
て
、

接
助
・
単
接

　
　㉕
名な

　
に格助

・
資
格
　
し副助

・
強
意
　
負お

は
ハ
四
・
未
　
ば接助

・
順
仮
　
い
ざ

感

　
言こ
と

問と

は

ハ
四
・
未

　
む意・

終
　
都み
や
こ

鳥ど
り

　
わ代
　
が格助

・
主
格

　
　
思お
も

ふ
ハ
四
・
体
　
人ひ
と

　
は係助

・
提
示
　
あ
り

ラ
変
・
終
　
や係助

・
疑
問
　
な
し

形
ク
・
終
　
や係助

・
疑
問
　
と格助

・
引
用

と格助
・
引
用
　
詠よ

め
マ
四
・
已
　
り完・

用
　
け
れ

過
・
已

　
ば
、

接
助
・
順
理
　
舟ふ
ね

　
こ
ぞ
り

ラ
四
・
用

　
て接助

・
単
接
　
泣な

き
カ
四
・
用
　
に完・

用
　
け
り
。

過
・
終
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
「
東
下
り
」
を
音
読
す
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア

❷
重
要
古
語
の
意
味
・
用
法
を
確
認
す
る
。
知
技
⑴
ウ
・
⑵
ウ

↓
「
言
葉
と
表
現
」
１

❸
現
代
語
訳
し
、
段
落
ご
と
に
内
容
を
確
認
す
る
。
知
技
⑴
エ
・
⑵
イ
思

判
表
Ｂ
⑴
イ

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１

❹
「
か
ら
衣
」「
駿
河
な
る
」
の
歌
の
修
辞
を
確
認
す
る
。
知
技
⑴
ア
オ
・

⑵
エ

❶
最
初
に
全
文
を
通
し
て
音
読
す
る
。
教
科
書
表
紙
見
返
し
の
国
名
地
図
に

よ
っ
て
、
一
行
の
通
行
し
た
国
々
を
確
認
す
る
。
国
名
と
都
道
府
県
名
と

の
対
比
は
、
古
文
学
習
の
う
え
で
必
要
な
知
識
と
な
る
。

　【
評
価
】
歌
を
中
心
と
す
る
物
語
の
構
成
を
踏
ま
え
て
、
場
面
を
追
っ
て
、

内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、

音
読
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❷
重
要
古
語
の
う
ち
、「
八
橋
」「
か
き
つ
ば
た
」「
都
鳥
」
な
ど
は
図
版
で

の
提
示
が
よ
い
。
教
科
書
の
図
版
、
写
真
を
活
用
さ
れ
た
い
。

　【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら

の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し

て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の

き
ま
り
や
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❸
現
代
語
訳
は
、
一
語
一
語
を
丁
寧
に
押
さ
え
な
が
ら
全
体
の
筋
や
内
容
が

把
握
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
、
物
語
と
し
て
の
展
開
を

読
み
取
っ
て
い
く
。

　【
評
価
】
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
か
、
現
代
語
訳
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の
歴
史
的
・
文
化
的
背

景
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
か
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
に
つ
い
て
、
ま
た
、
夢
に
つ
い
て
の
古
人
の

も
の
の
考
え
方
が
理
解
で
き
た
か
、
感
想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
て
発

表
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❹
和
歌
の
修
辞
は
、
教
科
書
の
脚
注
を
活
用
す
る
。
ま
た
、
詩
歌
編
の
和
歌

の
学
習
と
関
連
を
も
た
せ
ら
れ
る
と
よ
い
。

　【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
枕
詞
や
序
詞
、
掛
詞
、
縁
語
な
ど
の
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な

表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
時
間
の
経
過
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古

典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
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確
認
す
る
。

ま
と
め
と
発
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
「
か
ら
衣
」「
駿
河
な
る
」「
名
に
し
負
は
ば
」
の
三
首
の
歌
に
共
通
す

る
心
情
を
順
を
追
っ
て
考
え
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
エ
主
態

↓
「
言
語
活
動
」
１

❶
三
首
を
並
べ
て
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
し
て
読
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の

を
探
し
出
す
。「
つ
ま
」
や
「
人
」
が
出
て
く
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
が

ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
男
の
胸
に
浮
か
ん
で
き
た
か
を
考
え
さ
せ

る
。
行
く
先
々
で
の
情
景
に
触
発
さ
れ
て
、
男
の
心
は
「
都
」
と
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
読
み
取
ら
せ
る
。

　【
評
価
】
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を

踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
か
、
折
句
な
ど
の
表
現
技
巧
、
詠

ま
れ
て
い
る
男
の
心
情
な
ど
の
理
解
を
深
め
十
分
に
鑑
賞
で
き
た
か
を
、

歌
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

　
⒏
進
ん
で
昔
の
人
の
恋
の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
し
、
歌
物
語
に
親
し
み
、

「
ば
」
の
用
法
を
理
解
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、「
か
ら
衣
」「
駿
河
な

る
」「
名
に
し
負
は
ば
」
の
三
首
の
和
歌
に
共
通
す
る
人
物
の
心
情
を
考

え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。
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指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
六
〇
ペ
ー
ジ

問
男
が
都
を
離
れ
て
旅
立
つ
理
由
に
つ
い
て
、

㍽１

［中］
本
文
に
即
し
て
説
明
せ
よ
。

㍽２

［易］
本
文
中
か
ら
抜
き
出
せ
。

答
㍽１
自
分
を
必
要
の
な
い
人
間
だ
と
思
い
、
別
の
場

所
で
や
り
直
そ
う
と
考
え
た
か
ら
。
㍽２
身
を
要
な

き
も
の
に
思
ひ
な
し
て

問
「
身
を
要
な
き
も
の
に
思
ひ
な
し
て
」（
11
行
目
）

に
つ
い
て
、

㍽１

［中］「
思
ひ
な
す
」
の
「
な
す
」
を
文
法
的
に
説
明

せ
よ
。

㍽２

［難］「
思
ひ
な
し
て
」
に
は
、
男
の
ど
の
よ
う
な
心

情
が
表
れ
て
い
る
か
。

㍽３

［中］
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
と
い
う
の
か
。

答
㍽１
動
詞
の
連
用
形
に
付
い
て
、
意
識
的
、
作
為
的

に
す
る
意
を
添
え
る
補
助
動
詞
。
㍽２
そ
う
思
う
必

要
は
な
い
の
に
、「
あ
え
て
思
う
」
と
い
う
意
識

的
、
作
為
的
な
心
情
が
表
れ
て
い
る
。
㍽３
自
分
を

必
要
の
な
い
人
間
と
思
っ
た
。

補
自
分
自
身
を
そ
の
よ
う
に
見
な
す
デ
カ
ダ
ン
ス
の

気
分
を
た
た
え
て
い
る
。
物
語
と
し
て
は
配
列
上
、

「
芥
川
」
で
盗
み
出
そ
う
と
し
た
女
性
に
失
恋
し

た
た
め
、
都
に
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
っ
た
よ

う
な
編
ま
れ
方
に
な
っ
て
い
る
が
、
官
人
と
し
て

行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
、
な
ど
と
諸
説
あ
る
。

語
句
の
研
究

●
六
〇
ペ
ー
ジ

11
昔
、
男
あ
り
け
り
　「
昔
」
は
、
説
話
や
物
語
の

冒
頭
の
常
套
用
語
。「
宇
治
拾
遺
物
語
」「
竹
取
物

語
」
な
ど
で
は
「
今
は
昔
」
と
い
う
語
句
で
あ
っ

た
。
こ
の
段
の
「
男
」
も
在
原
業
平
の
こ
と
だ
と

さ
れ
る
。
藤
原
長
良
の
娘
高
子
（
二
条
后
）
と
の

恋
に
破
れ
て
東
国
に
流
浪
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

「
東
下
り
」
は
そ
の
折
の
こ
と
だ
と
説
か
れ
る
。

物
語
の
配
列
的
に
失
恋
が
原
因
と
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
行
く
先
々
で
都
に
残
し
た
恋
し

い
人
の
こ
と
を
歌
に
詠
ん
で
い
る
の
で
、
失
恋
を

原
因
と
す
る
の
は
お
か
し
い
と
し
て
、
官
人
と
し

て
の
挫
折
感
か
ら
と
す
る
説
も
あ
る
（
片
桐
洋

一
）。「
け
り
」
は
伝
承
回
想
の
過
去
の
意
。

11
身
を
要
な
き
も
の
に
　「
要
」
は
原
文
「
え
う
」。

異
本
の
よ
う
に
「
よ
う
な
き
も
の
」
で
あ
れ
ば

「
用
」
の
意
と
な
る
。
ま
た
一
説
「
益
」「
役
」
の

意
と
す
る
が
、
そ
れ
に
は
仮
名
遣
い
が
「
や
う
」

と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。「
に
」
は
直
後
の
「
思
ひ

な
す
」
と
い
う
知
覚
動
詞
の
内
容
を
表
す
格
助
詞
。

11
思
ひ
な
し
て
　「
な
す
」
は
意
識
的
、
作
為
的
に

す
る
意
を
表
す
補
助
動
詞
。「
思
ひ
な
す
」
は
、

あ
え
て
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
気
持
ち
を
表
す
。

「
思
い
込
む
、
決
め
つ
け
る
」。

11
京
に
は
あ
ら
じ
　「
に
は
」
は
場
所
を
表
す
格
助

詞
「
に
」
に
、
係
助
詞
「
は
」
が
付
い
て
強
調
し

て
い
る
連
語
。

12
求
め
に
と
て
行
き
け
り
　「
求
め
に
」
は
「
求
め

に
（
行
か
む
）」
の
意
。「
と
て
」
は
「
京
に
は
あ

ら
じ
、
東
の
方
に
住
む
べ
き
国
求
め
に
」
を
受
け

る
。

12
も
と
よ
り
　「
も
ち
ろ
ん
」
の
意
で
あ
れ
ば
「
ひ

と
り
ふ
た
り
し
て
行
き
け
り
」
に
掛
か
る
。
男
が

た
っ
た
一
人
で
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
連
れ
が
い

た
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
以

前
か
ら
」
の
意
で
あ
れ
ば
「
友
と
す
る
」
に
掛
か

る
。
自
分
を
必
要
の
な
い
人
間
だ
と
す
る
失
意
の

中
で
都
を
後
に
す
る
の
に
、「
も
ち
ろ
ん
数
人
で
」

で
は
不
自
然
な
の
で
、
こ
こ
は
「
以
前
か
ら
」
の

意
と
み
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

12
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
　「
し
て
」
は
サ
変
動
詞

「
す
」
の
連
用
形
「
し
」
に
接
続
助
詞
の
「
て
」

が
付
い
て
一
語
化
し
た
も
の
。「
す
」
は
も
と
も

と
他
の
動
詞
の
意
を
含
ん
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の

多
い
動
詞
で
あ
る
が
、「
て
」
と
結
び
付
い
て
次

第
に
動
作
性
を
失
い
、「
し
て
」
の
形
で
格
助
詞

お
よ
び
接
続
助
詞
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
格
助
詞

で
、
動
作
を
共
に
す
る
相
手
を
表
す
用
法
。
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問
「
東
の
方
」（
11
行
目
）
の
「
東
」
は
ど
こ
を
指
す

か
、「
京
」（
11
行
目
）
と
対
比
さ
せ
て
具
体
的
に

説
明
せ
よ
。

答
京
か
ら
見
て
東
の
方
角
の
意
で
、
逢
坂
の
関
（
現

在
の
滋
賀
県
と
京
都
府
の
境
に
あ
っ
た
関
所
）
よ

り
東
の
地
方
を
指
す
。
一
般
に
「
東
国
」
と
も
言

い
、
関
東
地
方
、
長
野
県
方
面
を
も
指
す
。

問
「
東
の
方
に
住
む
べ
き
国
求
め
に
」（
11
〜
12
行

目
）
の
後
に
省
略
さ
れ
て
い
る
表
現
は
何
か
。

答
行
か
む
。

補
省
略
さ
れ
る
部
分
は
お
お
よ
そ
パ
タ
ー
ン
が
決
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
普
通
は
前
後
に

同
様
の
表
現
が
あ
っ
て
、
省
略
し
て
も
想
像
が
つ

く
述
語
を
省
略
す
る
。

問
「
住
む
べ
き
国
」（
12
行
目
）
と
は
、
男
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
所
か
。

答
「
住
む
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
」。
す
な
わ
ち
傷
心
の

男
の
気
持
ち
を
癒
し
て
く
れ
る
よ
う
な
別
の
土
地
。

補
「
身
を
要
な
き
も
の
に
思
ひ
な
し
て
」
に
注
意
さ

せ
る
。「
要
な
き
も
の
」
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ

る
土
地
で
あ
る
。

問
「
と
て
」（
12
行
目
）
で
受
け
て
い
る
部
分
は
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
。

答
京
に
は
あ
ら
じ
、
東
の
方
に
住
む
べ
き
国
求
め
に

問
「
も
と
よ
り
」（
12
行
目
）
を
「
も
ち
ろ
ん
」
と
考

え
た
場
合
と
、「
も
と
か
ら
」
と
考
え
た
場
合
と

で
修
飾
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

答
「
も
ち
ろ
ん
」
の
場
合
は
「
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て

行
き
け
り
」
に
掛
か
り
、「
も
ち
ろ
ん
一
人
で
は

な
く
」
の
意
に
な
り
、「
も
と
か
ら
」
の
場
合
は

「
友
と
す
る
」
に
掛
か
っ
て
、「
も
と
か
ら
友
人
で

あ
っ
た
」
の
意
と
な
る
。

●
六
一
ペ
ー
ジ

問
「
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
り
。」（
３
行
目
）
と
は
、

ど
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
の
か
。

答
美
し
く
咲
い
て
い
る
。

問
「
句
の
上
に
据
ゑ
て
」（
５
行
目
）
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と
か
。

答
「
か
き
つ
ば
た
」
と
い
う
言
葉
を
五
七
五
七
七
の

そ
れ
ぞ
れ
の
最
初
の
一
字
に
詠
み
込
む
こ
と
。

問
右
の
よ
う
に
し
て
詠
む
こ
と
を
何
と
言
う
か
。

答
折
句
。「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
「
か
ら
衣
」（
８
行
目
）
の
歌
に
見
ら
れ
る
修
辞
上

の
技
巧
を
あ
げ
よ
。

答
折
句
・
枕
詞
・
序
詞
・
掛
詞
・
縁
語
。

補
以
上
の
修
辞
を
駆
使
し
て
、
し
か
も
即
興
で
詠
ん

だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
手
柄
と
な
っ
て
い
る
。

問
「
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ
」（
９
行
目
）

と
あ
る
が
、
旅
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
か
。

答
つ
ら
く
悲
し
い
も
の
と
思
っ
た
。

問
「
か
ら
衣
」
の
歌
に
「
み
な
人
」（
10
行
目
）
が

「
涙
落
と
し
」（
10
行
目
）
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
技
巧
の
す
ば
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
を

遠
く
離
れ
て
望
郷
の
念
を
詠
ん
だ
そ
の
歌
の
内
容

13
三
河
の
国
　
現
在
の
愛
知
県
の
東
部
。「
三
川
」、

「
参
河
」
と
も
表
記
す
る
。

13
八
橋
　
愛
知
県
知
立
市
内
に
、
八
橋
山
無
量
寿
寺

な
ど
、
そ
の
遺
構
と
さ
れ
る
所
が
数
か
所
あ
る
。

14
水
行
く
川
の
蜘
蛛
手
　
こ
こ
で
は
、
川
が
幾
筋
に

も
流
れ
て
い
る
さ
ま
。「
蜻
蛉
日
記
」
下
巻
に
、

「
帰
る
さ
の
蜘
蛛
手
は
い
づ
こ
八
橋
を
ふ
み
み
て

き
と
も
何
頼
む
ら
む
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

●
六
一
ペ
ー
ジ

2
乾
飯
　
携
帯
に
便
利
な
よ
う
に
一
度
炊
い
た
飯
を

干
し
て
乾
燥
さ
せ
た
飯
。
干
し
飯
。
乾
飯
で
な
く

て
も
、
旅
行
用
の
糧
食
を
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。

こ
の
場
合
は
後
に
「
ほ
と
び
に
け
り
」
と
あ
る
か

ら
、
乾
飯
だ
っ
た
と
分
か
る
。

3
か
き
つ
ば
た
　
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
。
燕
子
花
。

杜
若
。
花
弁
が
燕
の
尾
に
似
て
長
く
し
な
や
か
。

池
沼
や
湿
地
に
生
じ
、
夏
、
紅
や
紫
・
白
な
ど
の

花
を
咲
か
せ
る
。
あ
や
め
に
似
て
い
る
が
花
も
葉

も
あ
や
め
よ
り
大
型
。「
万
葉
集
」
な
ど
で
は
美

し
い
恋
人
を
表
す
比
喩
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
。

5
句
の
上
に
据
ゑ
て
　
短
歌
の
五
七
五
七
七
の
そ
れ

ぞ
れ
の
句
頭
に
「
か
・
き
・
つ
・
は
・
た
」
の
五

文
字
を
置
い
て
詠
み
込
む
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
修

辞
技
法
を
「
折
句
」
と
い
う
。「
古
今
和
歌
集
」

（
巻
十
・
物
名
）
に
「
朱
雀
院
の
女
郎
花
合
の
時
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に
共
感
し
た
た
め
。

補
技
巧
的
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
感

情
的
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
詠
み

込
ま
れ
た
都
に
い
る
恋
し
い
人
へ
の
思
い
が
、
目

の
前
の
か
き
つ
ば
た
と
相
ま
っ
て
、
同
じ
よ
う
に

恋
し
い
人
を
都
に
残
し
て
き
て
い
る
人
々
の
涙
を

誘
っ
た
と
言
え
る
。「
歌
の
力
」
と
い
う
も
の
の

一
つ
の
姿
で
あ
る
。

問
「
ほ
と
び
に
け
り
」（
11
行
目
）
は
、
何
が
、
ど
う

な
っ
た
の
か
。

答
食
べ
る
た
め
に
取
り
出
し
て
い
た
乾
飯
が
、
人
々

の
涙
で
濡
れ
て
ふ
や
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

問
「
行
き
行
き
て
」（
12
行
目
）
と
「
行
く
」
と
い
う

動
詞
を
二
つ
重
ね
て
用
い
た
効
果
を
述
べ
よ
。

答
同
じ
動
詞
の
連
用
形
を
重
ね
る
こ
と
で
継
続
・
進

行
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。

補
ど
ん
ど
ん
行
く
と
い
う
意
味
で
、「
行
く
」
の
強

調
に
な
っ
て
い
る
。
男
が
都
を
恋
し
く
思
い
つ
つ

も
、
そ
れ
で
も
進
ん
で
行
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

問
「
い
と
暗
う
細
き
に
…
」（
14
行
目
）
以
下
に
描
写

さ
れ
た
道
は
、
ど
の
よ
う
な
様
子
か
。

答
道
の
両
側
か
ら
樹
木
の
茂
っ
た
森
が
迫
っ
て
い
る

様
子
。

問

⑴
「
い
と
暗
う
細
き
に
」（
14
行
目
）
と
、
⑵

「
す
ず
ろ
な
る
め
を
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
」（
15
行

目
）
の
「
に
」
に
つ
い
て
、

㍽Ａ
⑴
と
⑵
の
「
に
」
の
違
い
を
文
法
的
に
説
明
せ

に
、
を
み
な
へ
し
と
い
ふ
五
文
字
を
句
の
か
し
ら

に
お
き
て
よ
め
る
」
と
し
て
「
を
ぐ
ら
山
み
ね
た

ち
な
ら
し
な
く
鹿
の
へ
に
け
む
秋
を
し
る
人
ぞ
な

き
」
と
い
う
紀
貫
之
の
歌
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
折
句
」
の
一
種
に
は
、
各
句
の
初
め
と
終
わ
り

に
事
物
の
名
や
語
句
を
詠
み
込
む
「
沓く
つ

冠か
む
り」
と

呼
ば
れ
る
複
雑
な
も
の
も
あ
る
。「
合あ
は
せ

薫た
き

物も
の

す
こ

△

し
」
と
い
う
言
葉
を
詠
み
込
ん
だ
「
あ
ふ
さ
か
も

△
△

△

は
て
は
ゆ
き
き
の
せ
き
も
ゐ
ず
た
づ
ね
て
と
ひ
こ

△

き
な
ば
か
へ
さ
じ
（
電
坂
も
は
て
は
往
来
の
関
も

ゐ
ず
尋
ね
て
訪
ひ
こ
来
な
ば
帰
さ
じ
）」（「
栄
花

物
語
」
巻
一
・
月
の
宴
）
と
い
う
例
な
ど
が
あ
る
。

8
か
ら
衣
…
　
こ
の
歌
に
は
次
の
よ
う
な
修
辞
上
の

技
巧
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ア
折
句
＝
短
歌
の
、
五

七
五
七
七
の
そ
れ
ぞ
れ
の
句
頭
に
「
か
・
き
・

つ
・
は
・
た
」
の
五
文
字
を
置
い
て
い
る
。
イ
枕

詞
＝
「
か
ら
衣
」
は
「
着
」
の
枕
詞
。
ウ
序
詞
＝

「
か
ら
衣
着
つ
つ
」
は
「
衣
服
が
、
着
て
い
る
う

ち
に
の
り
が
柔
か
く
な
っ
て
、
身
体
に
な
じ
ん
で

く
る
」
意
の
「
褻な

れ
」
の
序
詞
。
エ
掛
詞
＝
「
な

れ
」
は
、
馴
れ
と
褻
れ
、「
つ
ま
」
は
、
妻
と
着

物
の
へ
り
の
部
分
を
表
す
褄
、「
は
る
ば
る
」
は
、

遥
々
と
張
る
張
る
、「
き
」
は
、
来
と
着
。
オ
縁

語
＝
「
褻
れ
」「
褄
」「
張
る
」「
着
」
は
「
衣
」

の
縁
語
。
身
に
つ
け
て
徐
々
に
身
体
に
な
じ
ん
で

い
く
衣
で
、
身
近
に
慣
れ
親
し
ん
だ
妻
（
恋
人
）

や
そ
の
温
も
り
を
表
現
し
、
そ
こ
に
美
し
い
恋
人

を
表
す
「
か
き
つ
ば
た
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

11
ほ
と
び
に
け
り
　「
乾
飯
」
が
、
人
々
の
落
と
し

た
涙
に
よ
っ
て
、
水
気
を
含
ん
で
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
こ
と
を
言
う
。
乾
飯
は
、
食
べ
る
と
き
水
で

ふ
や
け
さ
せ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
涙
で
ち
ょ

う
ど
よ
い
具
合
に
ふ
や
け
た
と
い
う
洒
落
。

12
駿
河
の
国
　
現
在
の
静
岡
県
の
中
・
東
部
。「
伊

勢
物
語
」
の
異
本
の
一
つ
、
小
式
部
内
侍
本
に
は
、

「
駿
河
の
国
宇
津
の
山
口
に
い
た
り
て
」
と
あ
る
。

12
宇
津
の
山
　
現
在
の
静
岡
県
藤
枝
市
と
静
岡
市
と

の
境
に
あ
る
宇
津
ノ
谷
峠
。「
平
治
物
語
」
に
も

そ
の
名
が
見
え
る
。

14
い
と
暗
う
細
き
に
　「
い
と
暗
う
細
き
に
」「
す
ず

ろ
な
る
め
を
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
」
の
二
つ
の

「
に
」
は
、
前
者
が
添
加
の
意
の
格
助
詞
で
、「
暗

く
細
い
だ
け
で
も
心
細
い
の
に
、
そ
の
う
え
、
蔦
、

楓
ま
で
も
茂
っ
て
い
て
、
い
っ
そ
う
心
細
い
」
と

い
う
意
を
表
し
て
い
る
。
後
者
は
、
単
純
接
続
の

接
続
助
詞
で
、「
す
ず
ろ
な
る
め
を
見
る
（
思
い

が
け
な
く
つ
ら
い
目
に
遭
う
）
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
と
」
の
意
。

●
六
二
ペ
ー
ジ

1
修
行
者
会
ひ
た
り
　「
修
行
者
に
会
ひ
た
り
」
と
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よ
。

㍽Ｂ
⑴
と
⑵
を
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
せ
よ
。

答
㍽Ａ
⑴
添
加
の
意
の
格
助
詞
　
⑵
単
純
接
続
の
接
続

助
詞
　
㍽Ｂ
⑴
道
が
暗
く
狭
い
う
え
、（
蔦
、
楓
ま

で
も
茂
っ
て
い
て）

　
⑵
思
い
が
け
な
く
つ
ら
い

目
に
遭
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と

問
「
す
ず
ろ
な
る
め
を
見
る
」（
15
行
目
）
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

答
思
い
が
け
な
く
つ
ら
い
目
に
遭
う
こ
と
。

問
「
修
行
者
」
と
「
会
ひ
た
り
」（
１
行
目
）
は
、
文

法
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。

答
「
修
行
者
」
が
主
語
、「
会
ひ
た
り
」
が
述
語
。

補
古
典
で
は
、
人
に
偶
然
会
っ
た
と
き
に
は
、
相
手

を
主
体
に
し
て
表
現
し
た
。

●
六
二
ペ
ー
ジ

問
「
か
か
る
」（
１
行
目
）
は
、
本
文
中
の
ど
の
部
分

を
受
け
て
い
る
か
。

答
い
と
暗
う
細
き
に
、
蔦
、
楓
は
茂
り

問
「
か
か
る
道
」（
１
行
目
）
と
は
ど
の
よ
う
な
所
か
。

答
「
か
か
る
」
は
、
具
体
的
に
は
「
い
と
暗
う
細
き

に
、
蔦
、
楓
は
茂
り
」
を
受
け
、
都
か
ら
離
れ
た

「
も
の
心
細
」
い
山
道
。

補
「
修
行
者
」
に
と
っ
て
は
思
い
が
け
な
い
出
会
い

で
あ
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
が
「
こ
の
よ
う
な
」
と

い
う
語
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

問
「
言
ふ
を
見
れ
ば
」（
１
行
目
）
の
⑴
「
言
ふ
」、

⑵
「
見
れ
ば
」
の
主
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。

答
⑴
「
言
ふ
」
　
⑵
男

問
◉
「
そ
の
人
」（
２
行
目
）
と
は
、
男
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
人
か
。

答
都
に
残
し
て
き
た
恋
し
い
人
。

問
四
首
あ
る
歌
の
う
ち
、「
そ
の
人
」（
２
行
目
）
の

こ
と
を
詠
ん
だ
歌
の
初
句
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
歌

の
中
で
「
そ
の
人
」
を
何
と
呼
ん
で
い
る
か
答
え

よ
。

答
「
か
ら
衣
」
＝
つ
ま
　「
駿
河
な
る
」
＝
人
　「
名

に
し
負
は
ば
」
＝
わ
が
思
ふ
人

問
「
駿
河
な
る
」（
３
行
目
）
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い

る
修
辞
上
の
技
巧
を
説
明
せ
よ
。

答
「
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
」
は
、「
宇
津
」
と

「
う
つ
つ
」
の
同
音
を
利
用
し
て
、「
う
つ
つ
」
を

導
く
序
詞
に
な
っ
て
い
る
。

問
「
う
つ
つ
に
も
」（
３
行
目
）
を
受
け
る
の
は
ど
の

文
節
か
。

答
あ
は
ぬ
な
り
け
り

補
「
う
つ
つ
」
は
現
実
。
遠
く
旅
を
し
て
き
た
今
、

現
実
に
会
え
な
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、「
夢
で

す
ら
も
」
と
続
く
。

問
「
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」

に
込
め
ら
れ
た
心
情
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
恋
し
く
思
う
人
が
す
で
に
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
嘆
く
心
情
。

問
な
ぜ
前
問
の
よ
う
な
心
情
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
。

答
当
時
、
夢
の
中
に
登
場
す
る
人
は
自
分
の
こ
と
を

し
が
ち
だ
が
、「
に
」
を
省
略
す
る
例
は
な
い
と

い
う
の
が
通
説
な
の
で
、「
修
行
者
」
が
主
語
で
、

「
会
ひ
た
り
」
が
述
語
。
人
に
予
期
せ
ず
偶
然
会

っ
た
と
き
は
、
相
手
を
「
主
」
と
す
る
言
い
方
を

し
て
、
相
手
を
強
く
意
識
し
た
心
情
を
表
現
し
た
。

例
と
し
て
、「（
倭
建
命
が
）
そ
の
山
に
登
り
ま
し

し
と
き
に
、
白
き
猪
、
山
の
辺
に
会
へ
り
」（「
古

事
記
」）
な
ど
。「
修
行
者
」
は
回
国
修
行
の
行
者
。

仏
道
修
行
の
た
め
、
諸
国
を
巡
礼
し
た
。

1
か
か
る
道
は
、
い
か
で
か
い
ま
す
る
　「
は
」
は

他
と
区
別
し
て
取
り
立
て
て
強
調
す
る
意
の
係
助

詞
。
こ
こ
で
は
、
修
行
者
の
意
識
に
、「
こ
ん
な

辺
鄙
な
道
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
お
方
が
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
て
、「
か
か
る
道
」
を
初
め
に
出

し
た
の
で
あ
る
。「
い
ま
す
る
」
と
い
う
尊
敬
語

を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
は
高
貴
の
人
で
、

東
下
り
な
ど
す
る
人
で
は
な
い
は
ず
だ
と
い
う
余

意
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
い
か
で
か
」
は
、
理
由

や
手
段
を
問
う
副
詞
「
い
か
で
」
に
疑
問
・
反
語

の
係
助
詞
「
か
」
が
つ
い
た
連
語
。
こ
こ
は
「
ど

う
し
て
…
か
」
と
い
う
疑
問
を
表
す
。「
い
ま
す

る
」
は
、「
あ
り
・
居
り
・
行
く
」
の
尊
敬
語

「
い
ま
す
」
の
連
体
形
で
、「
か
」
の
結
び
。「
い

ま
す
」
は
上
代
に
多
く
用
い
ら
れ
、
古
く
は
四
段

ま
た
は
下
二
段
活
用
の
動
詞
で
あ
っ
た
が
、
中
古
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思
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、「
夢
に
も
あ
は

ぬ
」
こ
と
は
「
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
た
」
と
解
釈

で
き
る
か
ら
。

問
「
時
知
ら
ぬ
山
」（
５
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な

さ
ま
を
言
っ
た
も
の
か
。

答
夏
な
の
に
雪
を
頂
い
て
い
る
山
の
様
子
。

補
時
節
を
知
ら
な
い
山
。
季
節
的
な
常
識
に
外
れ
た

山
の
姿
。

問
「
こ
こ
」（
６
行
目
）
と
は
、
ど
こ
の
こ
と
か
。

答
京
（
都
）

補
話
の
「
語
り
手
」
や
「
聞
き
手
」
の
い
る
場
所
が

物
語
の
場
面
に
登
場
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

問
「
思
ひ
や
れ
ば
」（
９
行
目
）
と
は
、
何
を
「
思
ひ

や
」
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
旅
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
。

補
こ
の
部
分
は
、
次
の
「
限
り
な
く
遠
く
も
来
に
け

る
か
な
」
と
い
う
会
話
、
も
し
く
は
心
内
語
の
一

部
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
「
わ
び
合
へ
る
」（
10
行
目
）
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
か
。

答
途
方
も
な
く
遠
い
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
、
皆
で
互
い
に
嘆
き
合
っ
て
い
る
こ
と
。

問
「
日
も
暮
れ
ぬ
」（
10
行
目
）
の
「
ぬ
」
を
文
法
的

に
説
明
せ
よ
。

答
強
意
（
確
述
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
。

補
完
了
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
な
お
、
打
消
の
助
動

詞
の
場
合
は
連
体
形
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
当
て

の
和
文
で
は
サ
行
変
格
活
用
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、

こ
こ
は
サ
行
変
格
活
用
と
す
る
。

1
見
し
人
な
り
け
り
　「
し
」
は
直
接
体
験
の
過
去

「
き
」
の
連
体
形
。
よ
っ
て
こ
の
文
は
男
の
立
場

で
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
、「
け
り
」
は
詠
嘆
の

意
で
と
っ
た
。「（
な
ん
と
）
見
知
っ
た
人
で
あ
っ

た
よ
」。
ま
た
、
後
の
「
限
り
な
く
遠
く
も
来
に

け
る
か
な
」（
六
二
・
９
〜
10
）
も
同
様
に
考
え
、

こ
の
「
け
り
」
も
詠
嘆
と
し
た
。

2
京
に
　
都
に
向
け
て
。
下
の
「
と
て
」
に
掛
か
る
。

一
説
に
、「
つ
く
」
に
掛
か
る
と
す
る
。

2
そ
の
人
　
前
の
歌
の
「
つ
ま
」
を
指
す
。

2
つ
く
　
伝
え
た
り
届
け
た
り
す
る
よ
う
頼
む
。
言

づ
け
る
。「
竹
取
物
語
」
に
、「
船
の
帰
ら
む
に
つ

け
て
賜
び
送
れ
」
と
あ
る
。

3
駿
河
な
る
…
　「
う
つ
つ
に
も
」
は
「
夢
に
も
」

と
対
立
関
係
で
、
下
の
「
あ
は
ぬ
」
に
掛
か
る
。

現
実
に
電
え
な
い
ば
か
り
か
、
夢
の
中
で
も
電
う

こ
と
が
で
き
な
い
と
訴
え
、「
そ
の
人
」
が
す
で

に
自
分
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
嘆

く
。
当
時
は
、
相
手
が
自
分
を
思
っ
て
い
る
と
、

自
分
の
夢
枕
に
相
手
が
出
て
く
る
も
の
だ
と
い
う

考
え
が
あ
っ
た
。
宇
津
の
心
細
い
道
を
通
っ
た
男

は
、
都
の
こ
と
を
思
い
切
る
の
で
な
く
、
逆
に
妻

（
恋
し
い
人
）
に
自
分
へ
の
気
持
ち
を
問
い
か
け

て
い
る
。
道
を
進
む
に
つ
れ
、
都
の
思
い
人
へ
の

恋
し
さ
が
募
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。

4
つ
ご
も
り
に
　「
つ
ご
も
り
」
は
「
月
籠
り
」
の

つ
づ
ま
っ
た
形
。
月
末
。
晦
日
。「
月
立
（
つ
き

た
ち
＝
つ
い
た
ち
）」
の
対
立
語
。「
に
」
を
逆
接

確
定
の
接
続
助
詞
と
す
る
説
も
あ
る
。

5
時
知
ら
ぬ
…
　「
雪
の
降
る
ら
む
」
の
「
ら
む
」

は
現
在
の
原
因
推
量
の
意
を
表
す
。「
い
っ
た
い

今
を
い
つ
だ
と
思
っ
て
、
あ
ん
な
に
鹿
の
子
ま
だ

ら
に
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」。「
鹿

の
子
」
は
「
鹿
」
の
愛
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る

語
句
。「
鹿
の
子
ま
だ
ら
」
は
、
鹿
の
毛
の
斑
点

の
よ
う
に
、
全
体
が
茶
褐
色
で
、
そ
れ
に
白
い
斑

点
が
散
在
す
る
さ
ま
を
思
い
浮
か
べ
て
、
富
士
の

峰
に
か
か
っ
て
い
る
白
雪
の
状
態
を
い
っ
た
も
の
。

6
比
叡
の
山
　
比
叡
山
は
京
都
府
と
滋
賀
県
と
の
境

に
あ
る
。

7
塩
尻
　
海
浜
で
製
塩
す
る
た
め
に
、
海
水
を
汲
ん

で
浸
し
た
砂
を
乾
か
し
て
集
め
、
円
錐
形
に
積
ん

で
日
に
さ
ら
す
も
の
を
い
う
。
乾
か
す
と
塩
が
結

晶
化
し
、
白
く
な
る
。
富
士
の
形
の
美
し
さ
と
、

そ
の
頂
き
の
雪
か
ら
の
例
え
と
考
え
ら
れ
る
。

2
思
ひ
や
れ
ば
　「
都
を
旅
立
っ
て
か
ら
の
日
数
・

行
程
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
」。「
や
る
」
は
、
時
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は
ま
ら
な
い
。「
日
も
暮
れ
」
の
よ
う
な
自
然
現

象
と
し
て
の
動
作
・
作
用
の
完
了
に
は
「
ぬ
」
が
、

人
為
的
・
意
図
的
動
作
の
完
了
に
は
「
つ
」
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

問
「
思
ふ
人
」（
11
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
か
。

答
恋
し
く
思
う
人
。
愛
す
る
妻
。

補
「
語
句
の
研
究
」
参
照
。

問
「
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。」（
11
行
目
）
と
い
う
語

句
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
な
さ
い
。

答
「
な
き
」
は
形
容
詞
「
な
し
」
の
連
体
形
、「
に
」

は
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
、「
し
も
」

は
強
意
の
副
助
詞
、「
あ
ら
」
は
ラ
変
動
詞
「
あ

り
」
の
未
然
形
、「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」

の
終
止
形
。「
あ
り
」
の
意
を
、「
な
き
に
あ
ら

ず
」
と
二
重
否
定
の
形
で
強
調
し
、
さ
ら
に
「
し

も
」
で
強
め
た
表
現
。

問
「
白
き
鳥
の
」（
12
行
目
）
の
「
の
」
を
文
法
的
に

説
明
し
な
さ
い
。

答
同
格
の
格
助
詞

問
ど
の
よ
う
な
「
鳥
」（
12
行
目
）
か
。

答
体
が
白
く
、
嘴
と
脚
と
が
赤
い
、
鴫
の
大
き
さ
の

鳥
。

問
「『
こ
れ
な
む
都
鳥
。』」（
14
行
目
）
の
「
な
む
」

に
込
め
ら
れ
た
「
渡
し
守
」
の
気
持
ち
を
答
え
よ
。

答
「
こ
れ
が
（
有
名
な
）
都
鳥
だ
よ
。」
と
誇
ら
し
く

思
う
気
持
ち
。

問
「
名
に
し
負
は
ば
」（
15
行
目
）
の
「
し
」
と
同
じ

空
を
問
わ
ず
あ
る
動
作
の
遠
く
ま
で
及
ん
で
い
く

意
の
補
助
動
詞
。
こ
こ
は
、
国
境
と
な
る
川
岸
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
改
め
て
都
か
ら
の
距
離
を
思
っ
た
の

だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
を
会
話
の
一
部
と
す
る
と
、

読
点
の
位
置
は
「
そ
の
川
の
ほ
と
り
に
群
れ
ゐ
て
、

思
ひ
や
れ
ば
、
限
り
な
く
…
」
と
な
り
、
人
々
と

こ
れ
ま
で
の
旅
を
振
り
返
っ
て
語
り
合
っ
て
い
る

意
と
な
る
。
大
き
な
川
を
前
に
、
ま
す
ま
す
都
か

ら
遠
ざ
か
る
心
細
さ
と
不
安
感
が
入
り
交
じ
っ
た

気
持
ち
を
共
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

8
武
蔵
の
国
　
現
在
の
埼
玉
県
・
東
京
都
お
よ
び
神

奈
川
県
の
一
部
。

8
下
総
の
国
　
現
在
の
千
葉
県
の
北
部
と
茨
城
県
の

南
西
部
。

9
す
み
だ
川
　
現
在
の
東
京
都
東
部
を
流
れ
る
隅
田

川
。
当
時
は
武
蔵
の
国
と
下
総
の
国
と
の
境
で
あ

っ
た
。「
墨
田
川
」、「
角
田
川
」、「
住
田
川
」
と

も
表
記
さ
れ
る
。

10
わ
び
合
へ
る
に
　「
合
ふ
」
は
「
互
い
に
…
す
る
」

の
意
を
添
え
る
補
助
動
詞
。

10
日
も
暮
れ
ぬ
　
こ
こ
は
、
確
実
に
起
こ
る
こ
と

（
日
が
暮
れ
る
こ
と
）
を
強
調
し
て
い
る
と
し
て
、

「
ぬ
」
を
強
意
（
確
述
）
の
意
と
し
た
。
日
が
暮

れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
完
了
の
意
で
と
る
解
釈
も

あ
る
。

11
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
　「
あ
り
」
の
意
を
「
な
き

に
あ
ら
ず
」
と
、
二
重
否
定
の
形
で
強
め
、
さ
ら

に
「
し
も
」
で
強
め
た
も
の
。
大
き
な
川
を
渡
る

こ
と
で
、
都
と
の
断
絶
を
改
め
て
感
じ
、
都
の
妻

（
恋
人
）
と
二
度
と
会
う
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

12
さ
る
折
し
も
　「
さ
る
」
は
「
み
な
人
も
の
わ
び

し
く
て
、
京
に
思
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
」
を

受
け
る
。
副
詞
「
さ
」
゛
動
詞
「
あ
り
」
か
ら
成

る
ラ
変
動
詞
「
さ
り
」
の
連
体
形
が
連
体
詞
に
転

成
し
た
も
の
。「
折
し
も
」
で
「
ち
ょ
う
ど
そ
の

と
き
」
の
意
。「
都
に
残
し
て
き
た
思
い
人
を
思

い
出
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
」。

12
白
き
鳥
の
、
嘴
と
脚
と
赤
き
、
鴫
の
大
き
さ
な
る

「
白
い
鳥
で
、
嘴
と
脚
と
が
赤
い
、
鴫
の
大
き
さ

で
あ
る
（
鳥
が
）」
の
構
文
。「
白
き
鳥
の
」
の

「
の
」
は
同
格
を
表
す
格
助
詞
。
連
文
節
「
白
き

鳥
の
…
大
き
さ
な
る
」
は
主
語
で
あ
っ
て
、「
遊

び
つ
つ
魚
を
食
ふ
」
が
述
語
。

12
鴫
　
シ
ギ
科
の
鳥
の
総
称
。
く
ち
ば
し
と
脚
が
長

く
、
水
辺
に
す
む
。

14
こ
れ
な
む
都
鳥
　
下
に
結
び
の
語
と
し
て
「
な

る
」
を
補
う
。
渡
し
守
の
誇
ら
し
げ
な
気
持
ち
を

含
む
。「
都
鳥
」
は
ゆ
り
か
も
め
の
こ
と
。
カ
モ

メ
科
の
小
形
の
鳥
。
冬
の
渡
り
鳥
で
水
辺
に
群
棲
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も
の
を
含
む
文
節
を
、
他
の
歌
の
中
か
ら
二
つ
抜

き
出
せ
。

答
⒏
つ
ま
し
　
⒏
旅
を
し
ぞ

問
「
い
ざ
言
問
は
む
」
と
は
、
何
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
「
問
」
う
の
か
、
分
か
り
や
す
く
答
え
よ
。

答
都
鳥
に
、
私
の
恋
し
く
思
っ
て
い
る
人
は
無
事
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
問
う
。

●
六
三
ペ
ー
ジ

問
「
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
に
け
り
」（
１
行
目
）
と
あ
る

が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

答
「
男
」
の
詠
ん
だ
歌
に
、
同
行
の
人
々
は
同
じ
思

い
に
心
を
打
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

補
都
を
捨
て
た
理
由
は
同
じ
で
は
な
い
と
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
妻
を
残
し
て
遠
い
土
地
ま
で
来
て
い
る

と
い
う
共
通
点
が
一
行
の
男
た
ち
に
は
あ
り
、
そ

れ
が
人
々
の
共
感
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

問
前
問
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら

探
し
、
そ
の
初
め
と
終
わ
り
の
五
字
を
抜
き
出
し

な
さ
い
。（
句
読
点
を
含
む
）

答
み
な
人
も
の
〜
も
あ
ら
ず
。（
11
〜
12
行
目
）

す
る
。

15
名
に
し
負
は
ば
…
　
二
句
切
れ
。「
わ
が
思
ふ
人
」

は
、「
都
の
思
い
人
」。「
言
問
は
む
」
は
、「
都
鳥

へ
の
問
い
か
け
」。「
あ
り
や
な
し
や
」
は
、「
無

事
で
い
る
か
ど
う
か
」。
思
い
人
の
愛
情
を
疑
っ

た
「
駿
河
な
る
」
の
歌
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
そ

の
人
の
息
災
す
ら
も
不
安
に
思
う
と
い
う
思
慕
の

高
ま
り
と
、
そ
れ
を
鳥
に
尋
ね
る
し
か
な
い
ほ
ど

遠
く
に
来
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し

た
歌
。
こ
の
歌
は
古
来
秀
歌
と
さ
れ
、
引
き
歌
と

し
て
も
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
都
鳥
」
と

言
え
ば
隅
田
川
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

こ
の
歌
が
知
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

●
六
三
ペ
ー
ジ

1
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
に
け
り
　
主
人
公
の
「
男
」
が

都
に
い
る
妻
（
思
い
人
）
を
恋
い
慕
う
歌
を
詠
ん

だ
の
で
、
舟
の
人
々
は
同
じ
思
い
に
心
を
打
た
れ

て
泣
い
た
の
で
あ
る
。
舟
の
人
々
は
、
前
文
に

「
み
な
人
も
の
わ
び
し
く
て
、
京
に
思
ふ
人
な
き

に
し
も
あ
ら
ず
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
男
」
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
都
に
妻
を
残
し
て
来

て
い
た
。
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鑑
賞

　
東
海
道
を
下
る
旅
を
主
題
に
す
る
が
、
そ
の
旅
は
交
通
の
不
便
に
よ
る
苦

難
も
多
く
、「
身
を
要
な
き
も
の
に
思
ひ
な
し
て
、
京
に
は
あ
ら
じ
、
東
の

方
に
住
む
べ
き
国
求
め
に
」
行
く
旅
で
あ
る
こ
と
に
、
ま
ず
注
意
さ
れ
る
。

自
分
を
京
で
は
生
き
て
い
て
も
仕
方
の
な
い
余
計
者
と
思
い
込
む
男
の
心
は
、

挫
折
感
・
疎
外
感
に
満
ち
て
い
る
。
男
が
、
僅
か
に
、
自
分
の
生
き
る
場
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
た
東
国
は
当
代
の
都
人
に
と
っ
て
は
全
く
の

辺
境
の
地
で
あ
っ
た
。

　「
貴
種
流
離
譚
」
と
い
う
話
型
を
用
い
て
男
の
そ
う
し
た
心
情
が
描
き
出

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
近
代
人
に
も
共
通
す
る
苦
悩
と
い
う
も
の
も
読

み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
旅
は
、
三
河
の
八
橋
、
宇
津
の
山
、
富
士
山
、
そ
し

て
隅
田
川
へ
と
奥
深
く
続
け
ら
れ
る
が
、
あ
る
の
は
常
に
思
い
切
っ
て
捨
て

て
来
た
は
ず
の
故
郷
、
京
と
と
も
に
あ
る
男
の
姿
で
あ
る
。
何
を
見
て
も
脳

裏
に
去
来
す
る
も
の
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
妻
の
姿
で
あ
り
、
見
慣
れ
た
都
の

風
景
で
あ
る
。
旅
は
、
男
の
生
き
る
場
所
が
京
の
ほ
か
に
は
な
い
こ
と
を
痛

切
に
思
い
知
ら
せ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
男
た
ち
は
「
な
ほ
行

き
行
き
て
」
隅
田
川
に
至
る
。
大
き
な
川
の
、
そ
の
川
辺
に
立
つ
と
「
限
り

な
く
遠
く
も
来
に
け
る
か
な
」
と
旅
の
わ
び
し
さ
が
胸
に
迫
る
。
荒
涼
た
る

風
景
、
そ
こ
へ
な
お
も
旅
へ
と
追
い
立
て
る
渡
し
守
の
𠮟
声
が
と
ぶ
。
都
人

の
見
も
知
ら
ぬ
世
界
に
あ
っ
て
、
こ
の
川
を
渡
れ
ば
都
と
決
定
的
に
離
れ
て

し
ま
う
と
い
う
不
安
や
た
め
ら
い
の
中
、
悄
然
と
肩
を
落
と
す
一
行
の
目
に
、

そ
の
時
一
羽
の
白
い
鳥
が
映
る
。
そ
の
名
は
都
鳥
。
こ
こ
で
は
、
都
鳥
と
い

う
実
体
は
何
の
関
係
も
な
い
、
た
だ
音
だ
け
に
よ
っ
て
故
郷
と
つ
な
が
る
そ

の
鳥
の
名
が
旅
愁
に
耐
え
て
き
た
人
々
の
心
の
鬱
屈
に
火
を
つ
け
る
。

　
四
首
あ
る
歌
の
う
ち
三
首
は
、
進
む
に
従
っ
て
、
そ
の
都
を
遠
く
離
れ
る

男
の
旅
愁
と
都
恋
し
さ
の
深
ま
り
を
、
極
め
て
自
然
に
、
か
つ
具
体
的
、
感

動
的
に
歌
っ
て
い
る
。「
か
ら
衣
」
の
歌
は
、
折
句
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

全
体
に
理
知
的
な
抑
制
か
ら
出
る
美
し
さ
が
あ
り
、
激
し
い
感
情
は
抑
え
ら

れ
て
い
る
が
、
次
の
「
駿
河
な
る
」
の
歌
に
は
、
せ
め
て
夢
に
と
現
れ
て
も

ら
っ
て
女
の
愛
情
を
確
認
し
た
い
と
い
う
、
切
な
く
求
め
る
情
熱
の
強
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。
最
後
に
は
武
蔵
の
国
の
隅
田
川
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
船
頭
の
無
情
が
契
機
と
な
っ
て
、
旅
愁
・
望
郷
の
最
高
潮
を
示
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
高
ま
り
に
「
名
に
し
負
は
ば
」
の
歌
の
悲
愁
に
み
ち
た

呼
び
か
け
が
あ
っ
て
、
こ
の
物
語
は
終
結
す
る
。

　
歌
物
語
は
、
感
動
や
情
緒
の
中
心
を
歌
に
よ
っ
て
描
き
出
す
物
語
の
こ
と

で
あ
る
が
、
文
は
単
な
る
歌
の
「
詞
書
」
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
歌
の
中
の

挿
入
で
も
な
く
、
実
に
歌
は
、
文
の
た
め
に
あ
り
、
文
は
歌
の
た
め
に
あ
っ

て
、
い
わ
ば
、「
文
」
と
「
歌
」
は
同
一
線
上
に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
そ

れ
は
対
立
・
対
等
の
関
係
で
な
く
、
両
者
融
合
、
一
体
の
姿
を
と
っ
て
い
る
。

非
凡
な
構
成
と
語
り
が
う
か
が
え
る
段
で
あ
る
。
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